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11
月
３
日
、
４
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
中
城
文
化
ま
つ
り
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
多
く
の
村
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

護
佐
丸
太
鼓
の
勇
壮
な
演
舞
で
幕
開

け
と
な
り
、
村
内
各
地
域
の
民
俗
芸
能

や
エ
イ
サ
ー
、
旗
頭
演
舞
な
ど
伝
統
芸

能
が
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
文
化
協
会
に
よ
る
古
典
音
楽

や
舞
踊
の
他
、
子
ど
も
芸
能
な
ど
が
披

露
さ
れ
、
訪
れ
た
観
客
は
芸
術
の
秋
を

堪
能
し
ま
し
た
。

吉
の
浦
展
望
台
で
は
、
15
世
紀
中
頃

の
大
聖
禅
寺
の
鐘(

琉
米
歴
史
研
究
会
提

供)

の
音
を
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
ま
し
た
。

阿
部
敏
郎
さ
ん
や
古
謝
美
佐
子
さ
ん
、

惣
領
智
子
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
他
、

夢
海
渡
太
鼓
演
舞
団
、
宮
永
英
一
さ
ん

を
ゲ
ス
ト
に
招
い
て
の
素
晴
ら
し
い
ス

テ
ー
ジ
が
花
を
添
え
ま
し
た
。
宮
永
英

一
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
護
佐
丸
太

鼓
や
青
年
会
も
参
加
し
、
最
高
潮
に
盛

り
あ
が
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
展
示
部
門
で
は
、
書
道
や

写
真
、
絵
画
、
手
工
芸
、
生
け
花
、
陶

芸
な
ど
の
作
品
が
10
月
28
日
か
ら
11
月

４
日
ま
で
の
間
、
吉
の
浦
会
館
で
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

與
那
覇
朝
大
氏(

画
家
・
陶
芸
家)

や

安
里
盛
昭
氏(

写
真
家
・
画
家)

、
大
城

信
吉
氏(

写
真
家
）、宮
城
清
氏(

漆
芸
家)

、

池
原
盛
治
氏(

陶
芸
家)

、
崎
浜
り
つ
子

氏(

陶
芸
家)

、
仲
松
勲
氏(

盆
栽)

な
ど
の

特
別
展
示
も
あ
り
ま
し
た
。

子
供
た
ち
の
作
品
も
展
示
さ
れ
、
家
族

で
鑑
賞
を
楽
し
ん
で
い
る
風
景
も
み
ら
れ

ま
し
た
。

第７回中城文化まつり

中城文化の創造中城文化の創造 夢咲村夢咲村
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平
成
19
年
度
中
城
村
功
労
者
善
行
者
表
彰
式

道

散

策

歴

史

の

▲前列右から比嘉盛安氏、新垣徳行氏、平安山良成氏、與那覇
朝徳氏、井口康市氏、仲本善光氏、仲眞良明氏、後列右から比
嘉盛行副村長、新垣清徳村長、新垣善功議長、伊佐盛信教育長

第
７
回
中
城
文
化
ま
つ
り
に
お
い

て
、
中
城
城
跡
か
ら
首
里
へ
向
か
う

歴
史
の
道
「
ハ
ン
タ
道
」
の
散
策
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

歴
史
の
道
「
ハ
ン
タ
道
」
は
グ
ス

ク
時
代(

中
世
に
相
当)

に
造
ら
れ
た

道
で
、
当
時
の
主
要
道
路
に
あ
た
り

ま
す
。

中
城
村
で
は
中
城
城
跡
か
ら
南
上

原
ユ
ク
ヤ
ー
ま
で
の
約
６
キ
ロ
を
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
や
歴
史
追
体
験
学
習
等

に
活
用
で
き
る
よ
う
整
備
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
北
上
原
か
ら
新
垣
ま
で

の
コ
ー
ス
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
案
内
人

の
説
明
を
受
け
な
が
ら
散
策
し
ま
し

た
。ま

た
、
南
上
原
土
地
区
画
整
理
区

内
に
整
備
さ
れ
た
人
道
橋
「
東
太
陽

(

あ
が
い
て
ぃ
だ)

橋
」
の
命
名
式
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

【
功
労
者
】

＊
比
嘉
　
盛
安

村
議
会
議
員
20
年

＊
新
垣
　
徳
行

村
議
会
議
員
16
年

＊
平
安
山
　
良
成

村
議
会
議
員
16
年

＊
與
那
覇
　
朝
徳

村
議
会
議
員
12
年

＊
眞
栄
城
　
安
宗

村
議
会
議
員
12
年
　

＊
井
口
　
康
市

村
議
会
議
員
12
年

＊
仲
本
　
善
光

自
治
会
長
15
年

【
善
行
者
】

＊
仲
眞
　
良
明

寄
付(

図
書
券)

百
万
円

菊
薫
る
文
化
の
日
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
懇
親
的

な
努
力
を
し
て
き
た
８
名

の
方
々
が
村
功
労
者
・
善

行
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

表
彰
式
は
11
月
４
日
の

文
化
ま
つ
り
の
中
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

新
垣
村
長
は
「
今
後
も

村
民
の
よ
き
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
し
て
、
ご
協
力
を
賜

り
た
い
」と
村
政
の
発
展
、

住
民
の
福
祉
の
向
上
に
尽

力
を
尽
く
さ
れ
た
こ
と
に

感
謝
し
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
新

垣
徳
行
さ
ん
は
「
多
く
の

村
民
の
支
え
で
賞
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後

も
賞
に
恥
じ
な
い
よ
う
、

村
政
の
発
展
に
協
力
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

今
年
度
の
受
賞
者
は
次

の
方
々
で
す
。
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新100歳前原春さんを慶祝訪問
村内では、今年4名の方がめでたく新100歳を迎

えられます。「敬老の日」の9月17日、新垣村長は
新100歳を迎えられた前原春さん(安里)宅を訪問し
長寿を祝いました。総理大臣や県知事、中城村よ
り祝状及び記念品が贈られました。

新垣村長は「カジマヤー祝いで訪れたときより
も一層若々しくなっている。これからもお体に気
を付けて長生きして下さい」とあいさつしました。

カカジマヤジマヤーー・・トトーーカチカチを祝いましたを祝いました

敬老の日の９月１７日、村敬老会が吉の浦
会館で開催され、８０歳以上のお年寄り約２
００名が参加しました。高齢者を代表して新
垣盛繁さんは「高齢者の幸せは共通の喜びを
分かち合うこと。健康に留意し楽しい老後を
送りましょう」とあいさつ。また、新垣村長
は「若い頃苦労をしてきた分、今後は楽しい
老後を送ってください」とあいさつしました。

余興では、比嘉侑子琉舞研究所による子供
たちのかわいい演舞の他、上間綾乃さんや照
屋政雄さんをゲストに迎え民謡ショーなどを
楽しみました。また、今年は沖縄電力より参
加者へ記念品のプレゼントもありました。

●中城村のデータ（平成19年9月1日現在）

高齢者数(65歳以上) 2,685人

100歳以上 10人

カジマヤー祝い対象者

トーカチ祝い対象者

15人

旧暦の８月８日にあたる９月18日、新垣村長は
トーカチ祝いの家庭を訪れ、記念品を贈り長寿を
祝いました。

また、旧暦の９月７日にあたる10月17日は数え
97歳のカジマヤーを迎えられた家庭を訪れました。

カジマヤーを
迎えられた知名
朝徳さん。長生
きの秘訣は朗ら
かに陽気な毎日
を送ることと笑
顔で話していま
した。
カラオケと三線
が大好きな元気
なお祖父ちゃん
です。

▲

48人

中城村の最高年齢 103歳

中
城
村
の

元
気
な

お
じ
ぃ
ー

お
ば
ぁ
ー

トーカチを迎
えられた多和田
眞桂さん。今で
も畑仕事をして
いるそうで、88
歳とは思えない
程若いお祖父ち
ゃんでした。

▲ トーカチを迎
えられた與那覇
ヨシさん。病気
一つなく、丈夫
な体が自慢。デ
イサービスでお
友達とゆんたく
するのが大好き
だそうです。

▲
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教育委員会教育総務課山城亜矢子

初心を忘れず、中城村の発展
のために貢献できるよう、日々
努力していきたいと思います。

どうぞ宜しくお願いします。

寄付のお礼
村育英会へ寄付がありました。
どうもありがとうございました。
◎（株）与那嶺測量設計様より１０万円
◎永山哲男様（永山哲男ピアノトリオ+3

コンサート収益金）より５万円
◎城間盛市様(北上原585)より

故城間盛栄様の香典返しとして１０万円

中城村固定資産評価審査委員
会委員の仲村喜光氏が９月30日
で任期満了となり、９月の定例
議会で同意され10月１日から再
任されました。任期は平成19年

10月１日から平成22年９月30日です。
固定資産評価審査委員会は、固定資産の課税

台帳に登録された価格に関する不服を審査する
機関で、中城村には３名の委員がおります。

仲村喜光(安里)さんを
中城村固定資産評価審査委員会委員に再任

10月１日付けで新採用がありました

9月16日、爽やかな秋晴れの中吉の浦運動公園
において第52回中城村陸上競技大会(伊佐盛信会
長)が開催されました。

各種目とも白熱した試合が展開され、応援に
も力が入っていました。

総合優勝は久場体協、２位は屋宜体協、３位
は南上原体協でした。その他の結果は次のとお
りとなっています。

第52回中城村陸上競技大会

久場体協が総合優勝
２位は屋宜体協、３位は南上原体協

平成19年度　中城村陸上競技大会成績表

夏季大会
１位：久場 ２位：屋宜 ３位：南上原

陸上男子
１位：添石 ２位：久場 ３位：南上原

陸上女子
１位：和宇慶 ２位：屋宜 ３位：登又

陸上壮年
１位：南上原 ２位：屋宜 ３位：久場

総合成績
１位：久場 ２位：屋宜 ３位：南上原

村陸上競技大会記録更新

島袋修：40代円盤投げ　33ｍ53

儀間由紀美：30代女子100ｍ　13秒32

中城村から中城村から
沖縄県代表として国体で活躍沖縄県代表として国体で活躍!!!!

第62回国民体育大会(秋田わか杉国体)が９月29
日から10月９日まで秋田県で開催されました。

沖縄県代表として中城村から７名の選手が参
加し活躍しましたので紹介します。

◎新垣　俊(伊集)：バスケット(成年男子)
◎呉屋友和(津覇)：軟式野球(一般Ａ)
◎宮城理奈(屋宜)：陸上(少年女子)
◎仲松勝太(久場)：自転車(成年男子)
◎新垣朋洋(津覇)：自転車(少年男子)
◎比嘉　梓(屋宜)：空手道(成年女子)
◎儀間　巽(和宇慶)：空手道(少年男子)

2007年度秋の叙勲に
大久保暢夫さん（伊舎堂）

2007年度秋の叙勲が11月３日に発表され、
中城村から大久保暢夫さんが防衛功労として
瑞宝双光章に選ばれました。

11月9日に、受章の報告が中城村長にありま
した。受章おめでとうございます。

左から3番目=
大久保暢夫さん

▲
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10
月
27
日
、
中
城
村
全
戦
没
者
慰

霊
祭
が
慰
霊
の
塔
前
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
垣
村
長
は
「
唯
一
の
地
上
戦

と
な
っ
た
沖
縄
に
生
き
る
も
の
の
使

命
と
し
て
沖
縄
戦
を
正
し
く
語
り
継

い
で
い
き
た
い
」
と
追
悼
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
児
童
生
徒
を
代
表
し
て
、

中
城
中
学
校
の
米
須
清
大
さ
ん
は

「
僕
た
ち
若
い
世
代
が
平
和
な
世
界

を
守
っ
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

９
月
27
日
に
行
わ
れ
た
中
頭
地

区
中
学
校
陸
上
で
中
城
中
学
校
女

子
が
見
事
優
勝
を
果
た
し
総
合
で

も
２
位
と
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残

し
ま
し
た
。
男
子
も
４
位
入
賞
で

し
た
。

【
結
果
】
１
位：

大
城
栄
太
＝
３
０

０
０
ｍ
、
メ
ネ
セ
ス
里
緒
＝
１
０

０
ｍ
・
２
０
０
ｍ
、
照
屋
琴
已
＝

１
０
０
ｍ
Ｈ
、
金
城
千
里
＝
走
り

高
跳
び(

共
通)

、
仲
村
鈴
花
＝
走
り

高
跳
び(

２
年)

地域の子は地域で守ろう！

11月7日、
中城小学校児童安全パトロール隊出発

戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
を
願
う

10
月
27
日
、
中
城
村
全
戦
没
者
慰
霊
祭

地
区
陸
上
競
技
大
会
で
、
女
子
Ｖ

9
月
27
日
、
中
頭
地
区
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

むら
の話題

Topics

★

★

★

★

★

ボ

児童の安全確保と安心して暮らせる地域づくりを図ろう
と中城小学校では、ＰＴＡ、教職員を中心とした安全パト
ロール隊を９月20日に発足させ、11月7日に出発式が行わ
れました。

週１回、児童の下校時にあわせて青色回転点灯設置車が
校区内をパトロールします。

新垣直子校長は「児童の安全、地域の安心に係る社会状
況は依然として厳しいものがあり、学校、家庭、地域社会、
関係機関が一体となった安全確保が求められている。今後
は地域の方々にもパトロールに協力してもらい活動を広げ
ていきたい」とあいさつしました。

発足式では中城村と宜野湾市防犯協会より防犯グッズの
贈呈もありました。
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思いやりのある子を育てる

10月11日、
「人権の花」植え付け、中城小学校

花を育てることで命の大切さや相手を思いやると
いうような基本的人権の尊重の精神を身につけても
らおうと、「人権の花」植え付け式(主催：中城村)が
１０月１１日、中城小学校で行われました。

一年生の比嘉優雅くんは花を植える際に「花のよ
うに元気で優しい人になりたい」と願いを込めたと
話していました。

主催者を代表して新垣村長は「一人一人違う個性
を持っているが、人権の花を育てることで優しい心
をもった人になって下さい」とあいさつしました。

多くの村民が県民大会へ参加

9月29日、
教科書検定意見撤回を求める県民大会

教科書検定意見の撤回を求める県民大会の中城村
実行委員会(実行委員長：新垣清徳村長)が９月１９
日に立ち上げられ、村役場をはじめ、村議会、老人
連合会、婦人連合会、遺族会など約３００名が県民
大会へ参加しました。

新垣村長は「『過ちは二度と繰りかえさない　悲
惨な戦争体験を他の誰にも味わわせてはならない』
との信念のもとに検定意見の撤回を県民一丸となっ
て断固求める」とアピールしました。

村
内
の
児
童
生
徒
が
堂
々
と
発
表

10
月
24
日
、
第
33
回
中
城
村
童
話
・
お
話
・
意
見
発
表
会

第
33
中
城
村
童
話
・
お
話
・
意
見
発

表
大
会
が
10
月
24
日
、
吉
の
浦
会
館
で

開
催
さ
れ
、
村
内
小
中
学
校
の
14
名
の

児
童
生
徒
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
ま
し
た
。

低
学
年
の
童
話
の
発
表
に
続
き
、
高

学
年
、
中
学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ

で
自
分
た
ち
の
意
見
を
堂
々
と
発
表
し

て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
審
査
結
果
】

低
学
年
の
部

最
優
秀
賞

よ
し
も
と
た
か
き
　
津
覇
小

が
な
は
み
ず
き
　
　
中
城
小

優
秀
賞

と
よ
し
ま
か
ず
の
り
中
城
小

ま
え
は
ら
あ
す
か
　
津
覇
小

高
学
年
の
部

優
秀
賞

新
垣
　
舜
徳
　
　
津
覇
小

仲
間
　
涼
香
　
　
中
城
小

優
秀
賞

新
垣
　
勇
飛
　
　
中
城
小

吉
嶺
沙
和
子
　
　
津
覇
小

中
学
生
の
部

最
優
秀
賞

新
垣
　
貢
也
　
　
中
城
中

山
城
　
光
　
　
　
中
城
中

優
秀
賞

中
村
　
翔
平
　
　
中
城
中
　

新
垣
　
諒
　
　
　
中
城
中

比
嘉
　
葵
　
　
　
中
城
中

メ
ネ
セ
ス
里
緒
　
中
城
中
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〜
中
城
村
の
ガ
マ
〜

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

前
回
、
中
城
城
跡
周
辺
の
ガ

マ
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た

が
、
今
回
も
村
内
の
ガ
マ
を
紹

介
し
ま
す
。

沖
縄
に
は
、
ガ
マ
と
呼
ば
れ

る
自
然
洞
穴(

洞
窟)

が
数
多
く

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
琉
球
石

灰
岩
が
雨
水
や
地
下
水
な
ど
に

よ
り
長
い
年
月
を
か
け
て
浸
食

さ
れ
、
洞
穴
と
な
っ
た
も
の
で

す
。
そ
の
う
ち
、
鍾
乳
石
が
形

成
さ
れ
て
い
る
も
の
を
鍾
乳
洞

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

一
般
に
ガ
マ
と
い
う
場
合

は
、
人
工
的
に
造
ら
れ
た
防
空

壕
と
は
区
別
し
て
い
ま
す
。

去
る
沖
縄
戦
で
は
、
ほ
と
ん

ど
の
ガ
マ
が
住
民
の
避
難
場
所

と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
よ
う
な
避
難
壕
も

日
本
軍
に
占
拠
さ
れ
、
ガ
マ
を

追
わ
れ
て
戦
場
を
さ
迷
っ
た
と

い
う
体
験
や
、
中
に
は
避
難
し

て
い
る
と
き
に
米
軍
の
攻
撃
を

受
け
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
す

悲
惨
な
結
果
に
な
っ
た
と
い
う

場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
反
面
、

ガ
マ
の
中
に
い
た
時
に
、
米
軍

の
捕
虜
と
な
り
無
事
に
助
か
っ

た
と
い
う
住
民
も
多
く
い
ま

す
。今

回
は
、
こ
の
よ
う
に
沖
縄

戦
と
関
わ
り
の
あ
っ
た
ガ
マ
を

紹
介
し
ま
す
。

一
、
泊
の
踊
り
ガ
マ(

ウ
ド
ゥ

イ
ガ
マ)

字
泊
の
泊
原
（
ち
っ
ち
ゃ
な

ス
ト
ア
ー
の
裏
側
）
に
ウ
ド
ゥ

イ
ガ
マ
と
称
さ
れ
る
ガ
マ
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
ガ
マ
は
戦
前
、

ム
ラ
ア
シ
ビ
の
踊
り
や
歌
、
三

線
の
練
習
が
行
わ
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
で
は
崩

れ
て
し
ま
っ
た
箇
所
も
あ
り
、

昔
の
面
影
を
と
ど
め
て
い
ま
せ

ん
。戦

時
中
、
多
く
の
泊
住
民
が

こ
の
ガ
マ
を
避
難
壕
と
し
て
利

用
し
て
い
ま
し
た
。
沖
縄
戦
中

に
避
難
し
て
い
る
際
、
米
軍
に

見
つ
か
り
、
取
り
囲
ま
れ
ま
し

た
が
、
住
民
の
中
に
ハ
ワ
イ
移

民
を
経
験
し
た
人
が
お
り
、
そ

の
人
が
住
民
を
説
得
し
、
米
軍

と
の
交
渉
に
あ
た
り
ま
し
た
。

幸
い
に
も
住
民
は
捕
虜
収
容
所

に
送
ら
れ
、
多
く
の
命
が
救
わ

れ
ま
し
た
。

避
難
し
て
い
る
住
民
の
命
が

助
か
っ
た
と
い
う
ガ
マ
を
「
ヌ

チ
シ
ヌ
デ
ィ
ガ
マ
」
と
呼
ば
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
県
内
に
は
、

こ
の
よ
う
な
ガ
マ
が
幾
つ
か
あ

る
よ
う
で
す
。

二
、
新
垣
の
カ
ー
ブ
ヤ
ー
ガ
マ

新
垣
の
稲
川
原
に
も
、
戦
争

と
関
わ
り
の
深
い
ガ
マ
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
は
、
当
時
の
中
城

国
民
学
校
に
あ
っ
た
天
皇
・
皇

后
の
御
真
影
を
隠
し
た
場
所
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
カ
ー
ブ
ヤ
ー
ガ

マ
で
火
を
焚
い
た
ら
、
根
所
周

辺
で
煙
が
上
が
っ
た
と
い
う
言

い
伝
え
も
あ
り
ま
す
。

第
20
号 

▲踊りガマ入口
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三
、
キ
シ
マ
コ
ノ
嶽
の
ガ
マ

北
上
原
に
あ
る
消
防
学
校
の

裏
手
に
、「
ウ
ガ
ン
森
」
と
呼

ば
れ
る
岩
山
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
に
は
「
キ
シ
マ
コ
ノ
嶽
」
と

称
さ
れ
る
御
嶽
が
あ
り
、
一
帯

は
奥
間
ム
ラ
発
祥
の
地
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
も
ガ
マ
が

あ
り
、
ま
た
、
そ
の
岩
山
の
頂

上
に
は
、
日
本
軍
が
構
築
し
た

「
一
六
一
・
八
高
地
陣
地
」
が

現
在
も
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
陣
地
は
、
昭
和
十
九
年

頃
、
日
本
軍
の
賀
谷
支
隊
の
命

令
に
よ
っ
て
、
北
上
原
の
住
民

で
石
工
五
、
六
人
を
含
め
、
徴

兵
さ
れ
ず
に
残
っ
て
い
た
三
十

代
以
上
の
二
十
〜
三
十
人
ほ
ど

が
集
め
ら
れ
、
構
築
作
業
に
関

わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

資
材
な
ど
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
支
え
と
し
て
、
軽
便
鉄
道
の

鉄
骨
と
松
の
木
な
ど
が
利
用
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
ガ
マ
は
、
陣

地
構
築
作
業
の
際
、
岩
盤
を
割

っ
た
と
き
に
出
現
し
た
も
の
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ガ
マ
も
日
本
軍
の
陣
地

と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
中
に
入
る
こ
と
は

日
本
軍
し
か
許
さ
れ
て
お
ら

ず
、
地
元
の
防
衛
隊
の
人
た
ち

は
、
寝
る
と
き
も
ガ
マ
の
外
に

出
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

昭
和
二
十
年
四
月
二
日
に
米

軍
は
中
城
城
跡
ま
で
攻
め
込
ん

で
来
ま
し
た
。
四
日
の
朝
に
は

米
軍
の
戦
車
が
、
ウ
ガ
ン
森
に

向
か
っ
て
進
ん
で
く
る
の
を
見

た
と
い
う
証
言
が
あ
り
、
ウ
ガ

ン
森
周
辺
で
戦
闘
が
行
わ
れ
、

そ
の
結
果
多
く
の
戦
死
者
を
出

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

戦
後
、
ウ
ガ
ン
森
周
辺
や
ガ

マ
の
中
に
は
多
く
の
遺
骨
が
散

乱
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

沖
縄
で
は
、
戦
後
六
十
四
年

経
っ
た
現
在
も
戦
争
の
傷
が
癒

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
人
々
の
心

に
深
く
残
っ
て
い
ま
す
。

戦
争
を
知
ら
な
い
若
い
世
代

に
、
そ
の
悲
惨
さ
を
伝
え
て
い

く
こ
と
で
、
あ
ら
た
め
て
平
和

の
尊
さ
を
知
る
と
と
も
に
、
平

和
を
創
造
す
る
契
機
に
も
な
る

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
い
っ
た
中
で
、
沖
縄
戦

の
様
々
な
実
相
を
も
つ
ガ
マ
は

貴
重
な
戦
争
遺
跡
で
あ
り
、
未

来
へ
の
遺
産
と
し
て
後
世
へ
伝

え
て
い
く
こ
と
が
、
残
さ
れ
た

人
び
と
の
責
務
で
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
　

（
宮
城
早
綾
佳
）

▲カーブヤーガマ入口

▲キシマコノ嶽のガマ入口
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「
市
街
地
宅
地
評
価
法
」
と
は
、

い
わ
ゆ
る
路
線
価
方
式
と
い
わ
れ
る

も
の
で
、
標
準
宅
地
の
沿
接
す
る
主

要
な
街
路
と
そ
の
他
の
街
路
の
価
格

差
を
考
慮
し
て
、
街
路
ご
と
に
当
該

街
路
に
沿
接
す
る
標
準
的
な
宅
地
の

１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
価
格
を

付
設
し
、
こ
の
路
線
価
に
基
づ
き
所

定
の
画
地
計
算
法
を
適
用
し
て
各
筆

の
評
点
数
を
求
め
る
方
法
で
す
。

こ
の
方
法
で
は
、
街
路
ご
と
に
路

線
価
を
付
設
し
た
上
、
画
地
計
算
法

に
よ
り
画
地
の
奥
行
、
間
口
、
形
状

等
の
相
違
が
価
額
に
及
ぼ
す
影
響
を

的
確
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
比
較
的
厳
密
な
計
算
を
行
う

必
要
が
認
め
ら
れ
る
地
域
、
す
な
わ

ち
市
街
地
的
な
形
態
を
形
成
す
る
地

域
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
方
法
に
よ
っ

て
評
価
し
て
い
ま
す
。（
久
場
の
一
部
、

サ
ン
ヒ
ル
ズ
タ
ウ
ン
）

※
21
年
度
か
ら
南
上
原
の
一
部
も

こ
の
評
価
方
法
に
な
り
ま
す
。

「
そ
の
他
の
宅
地
評
価
法
」
と
は
、

市
町
村
内
の
宅
地
を
状
況
が
類
似
し

た
地
区
（
状
況
類
似
地
区
）
ご
と
に

区
分
し
、
こ
れ
ら
の
地
区
ご
と
に
選

定
し
た
標
準
宅
地
の
評
点
数
に
基
づ

き
所
定
の
比
準
表
を
直
接
適
用
し
て

各
筆
の
評
点
数
を
求
め
る
方
法
（
標

準
地
比
準
方
式
）
で
す
。

市
町
村
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
い

ず
れ
の
方
法
に
よ
る
べ
き
か
、
又
は

ど
の
地
域
に
ど
の
方
法
を
適
用
す
べ

き
か
は
、
当
該
市
町
村
の
宅
地
の
価

格
事
情
か
ら
み
て
判
断
す
べ
き
こ
と

で
す
が
、
具
体
的
に
は
、
評
点
数
の

較
差
に
つ
い
て
「
画
地
計
算
法
」
に

よ
る
こ
と
が
適
当
な
地
域
で
あ
る
か
、

又
は
「
宅
地
の
比
準
表
」
に
定
め
る

程
度
の
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
足
り
る

地
域
で
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
り
定
め

る
こ
と
が
適
当
で
す
。

同
一
市
町
村
内
に
お
い
て
も
、
宅

地
の
状
況
に
応
じ
、「
市
街
地
宅
地
評

価
法
」
と
「
そ
の
他
の
宅
地
評
価
法
」

の
２
通
り
の
評
価
方
法
を
併
用
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
に

は
、
そ
の
境
界
付
近
に
あ
る
宅
地
に

つ
い
て
評
点
数
の
均
衡
を
確
保
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
２
つ
の
評
価
方
法

に
つ
い
て
は
基
本
に
お
い
て
異
な
る

も
の
で
は
な
く
、
本
来
、
評
価
方
法

の
相
違
に
よ
る
評
点
数
の
開
差
は
あ

る
は
ず
も
な
い
も
の
で
あ
り
、
相
互

の
評
点
数
に
具
体
的
に
表
れ
た
開
差

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
は
評
価

方
法
に
よ
る
差
異
で
は
な
く
、
適
正

な
時
価
そ
の
も
の
に
差
異
が
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

１
　
市
街
化
宅
地
評
価
法

（
路
線
価
方
式
）

２
　
そ
の
他
の
宅
地
評
価
法

（
標
準
宅
地
比
準
方
式
）

お問い合わせ 中城村役場税務課　電話　８９５－２１３１

中中
城城
村村
にに
おお
けけ
るる

土土
地地
のの
評評
価価
方方
法法
にに
つつ
いい
てて

,

,
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●閉じこもりとは？？ 
一日のほとんどを家の中、あるいはその周辺（庭先程度）で過ごすことが続いている状態です。 

閉じこもりがちな生活を続けていくと活動量が少なくなり、足の筋力などの運動機能の低下を引き起こします。

動かないことで食欲もなくなり、買い物や調理も面倒になり、栄養状態も悪くなります。また、家にこもることで

他人と話す機会がなくなるため、口を動かすことが少なくなり、食べたり飲み込んだりする力もおとろえてきま

す。日常生活での刺激がすくなることで「うつ」や「認知症」発症のきっかけとなることがあります。 

・外出の機会を増やしましょう！ 
周りの方が誘ってもいやがる高齢者が多くいらっしゃいます。暑い時期は涼しい時間
を選び、近所の散歩や買いものから始めてみましょう。楽しくおしゃべりしたり、心
配事やグチを話すだけでも人との交流が楽しくなり、気持ちが軽くなります。 

・規則正しい生活を送りましょう！ 
何もかも人任せにするのではなく、家事や庭の手入れなど 
できることは自分で行いましょう。 
食事や睡眠など、生活リズムを整えることが大切です。 

気候や地理、住宅など 
…住宅に関しては改善し、予防可能 

 

加齢による身体機能の低下や障害 
…運動などで予防可能 
 

「転んだらどうしよう」などの不安や恐怖 
…履きものや家具の配置などの工夫で予防可能 
 

心理的要因 身体的要因 

環境要因 

閉じこもり 

中城村役場では介護予防事業を実施しています。
平成19年10月～12月　毎週月曜日：和宇慶公民館（午前10時）、津覇公民館（午後2時）
平成20年  1月～  3月　新垣公民館（時間・曜日未定）　　
問い合わせ先　福祉保健課介護福祉係　895－2131（内線250）担当　喜屋武

閉じこもりがなぜ悪い？

閉じこもり 

介介護護シシリリーーズズ
55
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※
行
事
日
程
は
、
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

月

土

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１４

１５

１６

１８

１９

２０

１

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

２０

２

３

４

５

６

７

８

９

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

月

日

火

水

木

金

土

日

月

日

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

土

日

火

水

木

金２１ ２１ 月

１３

１７

金

１９

土２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

２２

３１

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

日

月

火

水

木

金

土

日

月

１

３歳児健診

12浜・南上原ふれあい事業

歯科検診

北上原・伊舎堂ふれあい事業

ＢＣＧ予防接種

当間・登又ふれあい事業

奥間ふれあい事業

天皇誕生日
1

成人の日

元　日

乳幼児健診

仕事納め

仕事始め

乳児一般健診

浜・南上原ふれあい事業

１歳６ヶ月児健診

離乳食実習

当間ふれあい事業

登又ふれあい事業

奥間ふれあい事業／新春ゲートボール大会

北上原・伊舎堂ふれあい事業

中城村成人式

新春トリムマラソン大会
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お問い合せ 
村役場住民生活課 TEL 895-2131

年末収集日 

燃えるごみ・燃えないごみ 
危険ごみ・資源ごみ 

粗大ごみ 
※収集する週の水曜日 
　（16時）までに事前申込 
　が必要です。 

し尿汲み取り 
●環境整備（屋宜） 
895-3834

●中城環境（久場） 
895-3993

●あかつき衛生（和宇慶） 
895-3807

12/31（月） 1/4（金） 

12/29（土） 
まで から 

第1週（12/6） 

第2週（12/13） 

第3週（12/20） 

第4週（12/27） 

第1週（1/10） 

第2週（1/17） 

第3週（1/24） 

第4週（1/31） 

1/4（金） 

年始収集日 

※11月23日(金)勤労感謝の日は、すべてのごみ収集が休みになります

中城村の人口 平成19年10月末現在

※ （ )内は前月との比較

平成20年４月１日入所の保育
児童（０歳【生後３ヶ月以上】
から小学校就学前）、障害児保
育（集団保育可能の児童）の入
所受付を次のとおり行います。

現在入所している児童、申込
の手続をしていて入所できなか
った児童も、新たに申込が必要
です。

◎受付期間　１月８日（火）～１８日（金）
◎受付場所　村役場福祉保険課
◎必要書類　・保育所入所申込書(児童１人につき１枚)

・住民票謄本(特別)※履歴有り
・納税(課税)証明書

平成19年１月１日現在、中城村以外に住んでいた方は、
前市町村からの課税証明書が必要です)

・平成19年分の源泉徴収票又は所得税確定申告書の写し
【お問い合わせ】
村役場福祉保険課　児童福祉係　電話　８９５－２１３１(２６２)

（+26）
（+13）
（+13）
（+16）

16,622人
8,398人
8,224人
5,926世帯

人　口
男
女
世帯数

平成平成2020年度年度 保育所入所児童募集案内保育所入所児童募集案内



広報ななかぐすくかぐすく No.147 (2007.11.20) 14

★落とし物や忘れ物の保管期間が
６ヶ月から３ヶ月になります

★落とし物や忘れ物の情報がイン
ターネットで公表され、探しや
すくなります

★動物愛護法による引取対象とな
った犬・ねこは、遺失物法の対
象外となり、都道府県が引き取
ることになります
落とし物や忘れ物をされた方へ
忘れ物をしたと思う施設や警察

署又は交番・駐在所に遺失の届出
をして下さい。

警察のホームページで取得物の
情報を見て探すことができます。
落とし物や忘れ物を拾われた方へ

店舗などの施設で拾った方は、
その施設へ届けてください

路上等で拾った場合は、警察署
や交番・駐在所に届けてください
【お問い合わせ】
宜野湾警察署会計課

電話　８９８－０１１０
(２３０・２３１)

期　日：平成20年2月24日(日)
雨天決行

会　場：沖縄県総合運動公園
参加料：

フルマラソン
一般4,000円、高校生3,000円
10kmロードレース
一般2,500円、高校生1,000円

申　込：12月28日まで
【お問い合わせ】
おきなわマラソン実行委員会事務局
電話　９３０－００８８　

平成20年度の幼児募集に向け
て、募集説明会を下記のとおりお
こないます。
◎対象年齢

平成20年3月31日で、満年齢が
３歳、４歳、５歳に達する幼児

◎入学募集要項説明会
12月14日　2時半～3時半
美咲養護学校幼稚部

◎出願期間
2月12日、13日

◎入学者選考日
3月6日、7日

【お問い合わせ】
沖縄県立美咲養護学校
電話　９３８－１０３７
(電話受付時間　1時半～5時　担当：幼
稚部　津嘉山)

雇用保険の受給資格要件が変わ
ります

これまでの週所定労働時間によ
る被保険者区分(短時間労働者以
外の一般被保険者／短時間被保険
者)をなくし、雇用保険の基本手
当の受給資格要件を一本化しま
す。

原則として、平成19年10月１日
以降に離職された方が対象となり
ます。
【お問い合わせ】
沖縄労働局職業安定課

電話８６８－１６５５
お近くのハローワーク

2008おきなわマラソン　12月10日より
落とし物や忘れ物の
取扱い方法が変わります

県立美咲養護学校
平成20年度幼稚部幼児
（3,4,5歳児）募集

「沖縄県最低賃金」8円引上げ
守ろう!確かめよう!この最低賃金
沖縄県最低賃金　時間額618円

平成19年10月28日発効
※特定の産業には、産業別最低賃　
金が定められています

【お問い合わせ】
沖縄労働局賃金室
電話　868-3421

雇用保険被保険者の方へ

困っている場合は
ここに電話を

相談全般にわたる窓口です。
いつでもご相談ください。
警察安全

相談
＃９１１０
(全国共通)

警察本部警察
安全相談室

(８６３)
９１１０

宜野湾
警察署

(８９８)
９１１０

警察は、各種の相談窓口を設け、
被害者からのさまざまな相談に応
じています。

また、警察だけでは対応できな
いことについては、専門の機関を
紹介しますので、どこに相談した
ら良いか分からない場合にも、警
察の窓口をご利用下さい。
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★開催地：吉の浦会館
★12月６日(木) 10時～16時

国連で世界人権宣言が採択され
た12月10日は「人権デー（Human 
Right Day）」です。

法務省と全国人権擁護委員連合
会では、「人権デー」を最終とす
る12月４日から10日までの１週間
を「人権週間」と定め、人権擁護
活動を推進するために様々な行事
を予定しています。

その一つとして、12月６日(木)
に管内一斉特設人権相談所を開設
します。

いじめ、体罰、児童虐待など子
どもの人権に関する相談、セクハ
ラ、ＤＶなど女性の人権に関する
相談、名誉、信用、差別などの人
権問題についての相談、家庭内の
もめごとなどの困り事相談など、
お気軽にご相談下さい。人権擁護
委員が相談をお受けします。相談
は無料で、秘密は固く守られます。
【お問い合わせ】
中城村役場　住民生活課
電話　８９５－２１３１

沖縄国税事務所の税務相談室・
沖縄分室は電話相談センターへ統
合され、平成19年11月1日から国
税についてのご質問は電話相談セ
ンターでお答えします。
【お問い合わせ】
電話（０９８）９１８－１１０１

また、11月1日より税務署での
面接相談は予約制です。予約する
際に面接相談での必要書類等を確
認してください。

軽自動車税は、毎年４月１日現
在の所有者に１年分課税されま
す。月割りはありません。次のよ
うな場合は早めに申告手続きをさ
れるようお知らせします。
①原付自転車(125cc未満)
◎所有した場合

所有者の住所地市町村役場へ
◎譲渡した場合

新しい所有者の住んでいる市町
村役場へ

◎抹消(廃棄・譲渡・盗難等)
中城村役場へ

◎転入転出の場合
新住所地の市町村役場へ

②軽自動車、軽二輪
(125cc～250cc未満)

軽自動車協会へ
③小型二輪車(250cc以上)

陸軍事務所へ
④小型特殊自動車(農耕作業用、

その他)
定置場の市町村役場へ

※乗用の農耕作業用等を所有した
ら標識の交付申請が必要です。
【お問い合わせ】
中城村役場　税務課
電話　８９５－２１３１(２４１)

11月30日は村県民税、
12月25日は固定資産税
第3期分の納期限です。

村税の納付をお忘れではありま
せんか?

納付の手間が省ける便利な口座
振替が利用できます。指定された

預金口座から自動的に払い込まれ
るので、納期の度に金融機関へ行
く必要がありません。(領収書は
各納期後にお送りします)。なお、
振替手数料は村が負担します。
◎申込み手続き

納税通知書の中にある「口座振
替払依頼書」又は役場窓口(各字
自治会長宅)に申込み用紙があり
ますので、必要事項を記入の上、
金融機関窓口へ申込みください。
【お問い合わせ】
中城村役場　税務課
電話　８９５－２１３１(２４１)

原付自転車、軽自動車等
の異動手続はお早めに

村税の納期です!!

管内一斉
特設人権相談所を開設

11月1日より
電話相談センター開設



１
日
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
長

校
区
内
の
安
全
を
確
認

村
民
の
下
水
道
に
対
す
る
理
解
と

関
心
を
深
め
て
い
こ
う
と
9
月
10

日
か
ら
４
日
間
、
役
場
駐
車
場
に

て
下
水
道
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示

を
行
い
ま
し
た
。

本
村
の
下
水
道
整
備
状
況
は
、
平

成
18
年
度
末
で
16
・
9
％(

県
平

均：

63
・
3
％)

、
ま
た
下
水
道
処

理
区
域
内
の
水
洗
化
率
は
20
％(

県

平
均：

87
・
3
％)

と
県
平
均
を
大

き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
が
供
用
さ
れ
て
い
る
地
区

で
下
水
道
に
接
続
さ
れ
て
い
な
い

ご
家
庭
は
、
お
早
め
の
接
続
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
村
役
場
上
下
水
道
課
ま
で
。

9
月
20
日
、
老
人
ク
ラ
ブ
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
が
吉
の
浦
運
動
公
園
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

見
事
に
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
出
し
た

屋
宜
の
伊
佐
文
子
さ
ん
は
「
調
子
が

良
い
の
で
自
分
で
も
び
っ
く
り
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

【
団
体
】
１
位：

添
石
Ａ
、
2
位：

添
石
Ｃ
、
3
位：

安
里

【
個
人
】１
位：

呉
屋
一
男(

津
覇
Ｂ)

、

２
位：

比
嘉
武
範(

添
石
Ｃ)

、
３

位：

伊
佐
一
夫(

新
垣
）

下
水
道
の
接
続
を
呼
び
か
け
る

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

飲酒運転根絶村民大会
村
内
の
飲
酒
運
転
に
よ
る
検
挙
数
が
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
10
月
23
日
、
飲
酒
運

転
根
絶
中
城
村
民
大
会(

主
催：

村
交
通
安

全
推
進
協
議
会)

を
行
い
ま
し
た
。

大
会
に
は
多
く
の
村
民
が
詰
め
か
け
、
家

庭
・
地
域
・
職
場
で
飲
酒
運
転
四(

し)

な
い

運
動
を
実
践
し
、
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ

う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

歴史文化を学ぶ
文
化
財
案
内
ガ
イ
ド
の
人

材
育
成
を
目
的
と
し
た
中

城
村
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
養
成
講
座
が
10

月
10
日
か
ら
3
月
ま
で
の

日
程
で
開
講
し
ま
し
た
。

約
20
名
が
受
講
し
て
お
り
、

第
１
回
目
の
講
座
は
恩
納

村
立
博
物
館
長
の
知
念
勇

さ
ん
を
講
師
に
招
き
遺
跡

か
ら
み
た
沖
縄
の
歴
史
、

中
城
村
の
歴
史
を
学
び
ま

し
た
。

講
座
の
後
半
に
は
中
城
の

文
化
財
巡
り
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

宜
野
湾
警
察
署
で

は
、
管
内
の
小
学
生

を
１
日
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
長
に
委
嘱
し
地
域

の
安
全
は
地
域
で
守

る
取
組
み
を
行
い
ま

し
た
。

中
城
村
か
ら
は
津
覇

小
と
中
城
小
の
児
童

が
隊
長
に
委
嘱
さ

れ
、
駐
在
所
の
警
官

ら
と
と
も
に
、
校
区

内
の
安
全
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

広
報
な
か
ぐ
す
く
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※
平
成
19
年
度
広
報
な
か
ぐ
す
く
よ
り

有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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